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JICA Digital Transformation 始動！！
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１．JICAとは！？

国際協力機構（JICA）とは、日本の政府開発援助（ODA）の中核を担う独立行政法人で
す。世界の様々な地域で開発途上国に対する協力を行っています。

国際協力機構｜Japan International Cooperation Agency

JICAは、開発協力大綱の下、

人間の安全保障と質の高い成長を実現します。

ミッション

信頼で世界をつなぐ
Leading the world with trust

ビジョン

JICAは、人々が明るい未来を信じ多様な可能性を追求できる、
自由で平和かつ豊かな世界を希求し、

パートナーと手を携えて、信頼で世界をつなぎます。

アクション

１ 使命感

２ 現場

３ 大局観

４ 共創

５ 革新

誇りと情熱をもって、使命を達成します。

現場に飛び込み、人びとと共に働きます。

幅広い長期的な視点から戦略的に構想し行動しま
す。

様々な知と資源を結集します。

革新的に考え、前例のないインパクトをもたらします。

技術協力

有償資金協力

無償資金協力

国際緊急援助

市民参加協力

民間連携

JICAの事業
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２．国際協力の中でJICAがDXを通じて目指す先

国際協力機構｜Japan International Cooperation Agency

JICAはDXによって、「開発協力において、時間・場所・規模の制約を超えて、データに

基づく価値創出が行われ、社会・経済・行政における様々な主体間の関係性が再構築
されることにより、従来のアプローチでは困難だった開発課題の解決を飛躍的に実現す
ること」を目指します。
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参考：SDGs達成に向けDXが求められる背景

国際協力機構｜Japan International Cooperation Agency

Source: Sustainable Development Report 2020 The Sustainable Development Goals and Covid-19, Includes the SDGs Index and Dashboard 
(https://s3.amazonaws.com/sustainabledevelopment.report/2020/2020_sustainable_development_report.pdf)

2030年SDGs達成に向けた各地域の進捗

2019年現在、SDGｓの達成率は緩やかに上昇しているものの、特に低所得国においては
2030年までの達成は容易でない状況です。そのため、デジタル技術の活用などによる飛躍
的な向上が期待されています。

https://s3.amazonaws.com/sustainabledevelopment.report/2020/2020_sustainable_development_report.pdf
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参考：JICA事業におけるデジタルの波

JICAの事業の中で“デジタル”に関連する事業は、その総数は少ないものの、
年々実施件数は増えてきています。ただし、「トランスフォメーション」まで実現す
るには道半ばです。

国際協力機構｜Japan International Cooperation Agency
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４．JICAの目指すDXを通じた開発課題解決の在り方

「①STI・DX推進エコシステムの構築・強化」を通じた産学官共創により、「②デジタ
ル技術等を活用した開発課題解決」に向けた社会実装を推進します。その経験を通
じ「③STI・DX人材が育成・強化」され、国内においてもデジタル技術等を生かした社
会課題解決が促進されます（リバースイノベーション）。

国際協力機構｜Japan International Cooperation Agency

①STI・DX推進
エコシステムの
構築・強化

③STI・DX人材
の育成・強化

②デジタル技術等
を活用した
開発課題解決

With/Post コロナで
インパクト最大化・
効率性向上を図り、
Society5.0実現、

SDGsへ貢献

• デジタル技術等を用いた実証実験

• 実証実験後の社会実装

• 日本企業の海外ビジネス機会創出

• リバースイノベーションの検討

• デジタル技術等を生み出し、活用可能な途
上国人材育成

• 途上国人材と国内人材のネットワーク強化

• 産官学による共創

• 資源としてのデータの活用
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参考：産（スタートアップ企業等）・学（大学等）への期待

国際協力機構｜Japan International Cooperation Agency

従来のODAだけでは途上国の経済・社会課題の解決への貢献に限界があると
の認識から、民間企業等の技術/アイデア/ノウハウを事業に活かし、DXを通じ
て開発途上国の課題解決を推進してゆきます。

民間企業/大学JICA

連携

技術 アイデア

開発途上国に
関する情報

開発専門人材

公的機関との
つながり

ネットワーク
信頼関係

DXを通じた開発途上国の課題解決

ノウハウ
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４．DX取組事例：経団連との共同文書

国際協力機構｜Japan International Cooperation Agency

国内、途上国いずれにおいても、
知見を有する企業（スタートアップ
企業含む）、経済団体、地方自治
体、大学・研究機関等との連携を
強化していく。

【経団連との共同文書】
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概要

基礎調査 案件化調査 普及・実証・
ビジネス化事業

中小企業・SDGsビジネス支援事業

中小企業
支援型

SDGsビジネス
支援型

基礎情報の収集・分析
（1年間程度）

技術・製品・ノウハウ等の活用
可能性を検討し、ビジネスモデ
ルの素案を策定
（1年間程度）

技術・製品やビジネスモデルの
検証。普及活動を通じ、事業
計画案を策定
（1～3年間程度）

原則
大企業

原則
中小・中堅
企業

なし

中小企業支援型
（1億円、1.5億円、
または2億円）

中小企業支援型
（3千万円

または5千万円）

中小企業支援型
（850万円

または980万円）

SDGsビジネス支援型
（5千万円）

SDGsビジネス支援型
（850万円）

ビジネス活動計画を
実証・策定したい

ビジネスモデルを
策定したい

現地で基礎的な
情報を収集したい

※中堅企業は対象外

https://www.jica.go.jp/priv_partner/activities/index.html

４．中小企業・SDGsビジネス支援事業

https://www.jica.go.jp/priv_partner/activities/index.html
https://www.jica.go.jp/priv_partner/activities/index.html
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４．DX取組事例：ルワンダでの日本・現地企業の連携支援

日ルビジネスマッチング支援

・Transform Africa SummitにおいてJapan Pavilionを設営、日ル企業訪問を支援

・ICT企業30社を抽出し、TICAD7に向けて紹介冊子を作成し興味企業に配布

・200万円を上限としたパートナーシップ事業を側面支援 （Allm社等）
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コロナ禍を活用して成長する
スタートアップ業種(例)

• Fintech

• Food tech

• Home Health Care

• E-commerce

• Logistics

• Media/Entertainment

• On-demand Service 等

４．DX取組事例：現地スタートアップ企業連携によるDX推進

NINJA Business Plan Competition in response to COVID19

• JICAはWith/Afterコロナ環境において、新たなテクノロジーの開発や既存のテクノロ

ジーを活用したソリューションの提供を目指すスタートアップの成長を支援するビジネ
スコンテストをアフリカ広域にて開催
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途上国×デジタルにおいて、JICAとの様々な関わり方が存在

５．JICAからのメッセージ

国際協力機構｜Japan International Cooperation Agency

1 DX達成には新しい産・官・学との様々なコラボレーションが必要

①中小・SDGｓ
ビジネス支援事業

②経団連との
共同文書

③現地スタートアップ
企業との実証実験


